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水環境共働ビジョン ～地域が支える流域の水循環～ 

事例の概要（適宜、写真、図、記事の画像等を挿入して下さい） 

＊概要 

 水環境共働ビジョンは下水道事業による効果の見える化から端を発しました。「地域の

水環境への取り組みが大きな流域の水循環を支える」という考え方のもと、現状を改善し、

次世代へ良好な水環境を受け継ぐために、水に関わる課題について住民と認識を共有し、

身近な水環境を良くするための施策や取り組みを共働により推進することを目的としてい

る。 

＊詳細 

 取り組みにあたり既に水に関わる活動が活発に行われている地区を４地区抽出し、モデ

ル地区として、さまざまな取り組みを共働で行っています。 

(Ex)講演会                 (Ex)水辺ふれあいマップ 

        

 

 

 

 

 

 

(Ex)川しらべ 

 

エントリー事例の特徴（下水道インフラの価値を高める上で優れていると思われる点など） 

講演会や川しらべでは、地元のテレビ局などでその様子を放送していただき、ナレーションなどで

下水道による地元の水環境向上についてＰＲを行うことにより、下水道のイメージＵＰをはかって

います。講演会では下水道の効果について発表することで、下水道のイメージＵＰをはかっていま

す。 

平成21年から水環境に関す

る講演会を開催し、地元の

活動団体や児童、企業など

と共働して講演を行ってい

ます。 

平成23年からモデル地区に流れる川

の散策マップを作成しています。マ

ップを作成することで、住民が地元

の川に興味を持ち下水道の効果につ

いて考えていただけるよう、作成し

ています。 

毎年モデル地区などで、川

の水質を地元の住民の方々

とパックテストや五感(視

覚や嗅覚など)を使って調

べる検査を行っています。 


